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３ 要 旨 

(1) 5月15日播種で、成熟期は、しなの夏そば、関東４号が最も早く、７月中旬であった。また、その他の品

種・系統も７月下旬までに成熟期に至った。 

(2) 収量は、キタワセソバが17.3㎏/aで最も多収となった。在来種の中では、下郷在来(夏)が14.5㎏/aで、し

なの夏そばに優った。千粒重は、ほとんどの品種・系統で25gを越え、キタワセソバと関東４号は30g近い千

粒重となった。 

(3) 外観品質は、キタワセソバがしなの夏そば並の外観品質で、粒大、粒色の揃いが良好であった。在来

種はいずれも、粒大、粒形、粒色がばらつくため外観品質はやや劣ったが、その中でも下郷在来(夏)は粒張

りが良好で、リットル重も重かった。 

(4) 以上のことから、キタワセソバは収量、品質ともに良好であった。また、在来種の中では下郷在来(夏)が

収量、品質ともに安定していた。


